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 学校だより 

本校の目指す学校像  「自立と社会参加のできる幼児児童生徒を育てます」 

【生活目標】仲間づくりについて考えよう 【保健目標】夏を健康に過ごそう 

三重県立聾学校総務部 

 

 

 

７月号 

◆教頭挨拶 

◆７月の行事予定 

◆幼稚部交流行事 

◆小学部修学旅行 

◆中学部職場体験 

◆高等部交流行事 

◆寄宿舎より 

◆保護者から 

 

たんぽぽ 

７月の目標 

◆教頭挨拶 

   「気づいたこと」 

２０歳の成人式の時に私は、東京の町田市に住んでいました。寮生活をしていた私に、

友人が、成人式の記念講演、この先生の話はいいから絶対聴いておいた方がいいよと熱心

にすすめてくれていました。当時の私は本当に何となくという感じで「加藤諦三」（かと

うたいぞう）先生の講演をはじめて聴きました。あれから２回目の２０歳を迎え、今度は

３回目の２０歳に向かって日々を送っています。 

年齢を重ねる中で、ふと、自分を見つめ、なにか気になることがあったり、これでいい

かと自分にいい聞かせてみたり。 

ある時、私のつれ合いが加藤諦三先生の本を本屋さんで気にいったからといって買って

きました。「自分に気づく心理学」のタイトルの著書がそこにはありました。ぱらぱらと

めくると「自分を大切にすることからすべてがはじまる」、という章があり、いくつか囲

みの言葉を拾ってみました。「大事なのは本気で自分に優しくなろうとすること」「自分

は生きるに値する人間だと自分で決断しなければならない」など言葉でカギになるものが

いくつもいくつもありました。迷ったとき困ったとき、ふと自分に優しくなれるエッセン

スが必要だというのが最近の自分の思いです。 

本校では、毎日の教育活動に教職員が一丸となって目指す学校像の実現に全力で取り組

んでおります。先生方が教育実践の中で自信をもって乳児、幼児、児童、生徒とかかわっ

ておられる姿は、たいへんたのもしく感じております。 

アクティブラーニングでは、主体的・対話的な深い学びがこれからの専門性や校内研修

の中ででてきます。何を学ぶか、どのように学ぶか、学んだことをどう生かすかが今後、

研究検証され、これからの子どもの学びが実現されていきます。 

私は、２０歳の成人式に友人からとても素敵な人生の学びである「主体的に生きる」こ

とを示唆され、大切なアクティブラーニングのエッセンスのプレゼントを受け取っていた

ことに、この「たんぽぽ」の投稿を考えていて気付きました。 

人とかかわり、対話をして主体的に生きることにヒントがあります。気づいたときにそ

れを自分のこととして捉え、また、生きていく。 

これからもすでにその時、受け取った「気づき」をしっかりと胸に毎日を過ごしていき

たいと思います。 

                       (教頭 柘植 一人） 



７月の行事予定 

三 重 県 立 聾 学 校 
 〒５１４－０８１５  津市藤方２３０４－２ 

 学 校  TEL  （０５９）２２６－４７７４（事務室） 

        （０５９）２２６－４８２０（幼稚部・小学部） 

聾学校のホームページ 

(http://www.mie-c.ed.jp/sdmie/) 
では、行事や学校の様子がご覧になれ

ます。（７月下旬に更新予定です。） 

日 曜 行  事  等 寄宿舎 ＰＴＡ 

1 土       

2 日      

3 月 小５）倭小交流    
七夕会   

おやつ作り 
 

4 火 小）校外学習  手話講習会（初級） 

5 水 不審者侵入時避難訓練 幼）PTA学部懇談会 
人権学習会 

中・高 
 

6 木 
小）高学年宿泊学習 小低）デイキャンプ         

第４回生徒会役員会 中３）校外学習 
  

7 金 小)高学年宿泊学習  幼）七夕祭り   

8 土    

9 日      

10 月    夏祭り  

11 火 高）社会見学  手話講習会（初級） 

12 水  人権学習会：小  

13 木 第４回生徒会代議員会 小）校外学習  ALT来校 

14 金 幼）教育相談 臨時開舎 
字幕ビデオ貸出日

ALT来校 

15 土 東海地区聾学校陸上競技大会（四日市）   

16 日    

17 月 海の日   

18 火 特別日課   

19 水 特別日課   

20 木 
特別日課 給食終了 小）夏休み前生活指導      

一学期末大掃除 
  

21 金 終業式  小）PTA学部懇談会   閉舎  

22 土    

23 日    

24 月 夏季休業始まり 進路対策講座  プール開放 

25 火 進路対策講座  プール開放 

26 水 進路対策講座  プール開放 

27 木    

28 金    

29 土    

31 月 進路対策講座    

30 日    



◆幼稚部 三重保育院との交流 

 ６月２０日（火）に聾学校の体育館で三重保育院５歳児３６人と幼稚部４歳児５歳児の１６人が一

緒に遊びました。４つのグループに分かれて名前紹介をしてから、「ぬいぐるみおとし」ゲームをし

ました。次にグループ対抗で「リレー」をしました。最後に「かもつれっしゃ」を歌いながらジャン

ケンゲームをして、長い列車を全員で作りました。終始子どもたちの歓声が体育館中に響く楽しい交

流会になりました。 

 次回は１１月に三重保育院にて

交流を行う予定です。 

 

◆小学部6年生 修学旅行 

 小学部６年生は、６月８・９日（木・金）に、京都へ修学旅行に行きました。 

 １日目は、まず、清水寺近くの「おかべ家」で昼食をとり、お土産も買いました。清水寺は、舞台

が工事中で残念でしたが、境内から京都の市街地を一望できました。その後、音羽の滝の水を飲みま

した。次に、銀閣寺を見学、書院造の様子やとても素晴らしい庭園を見学しました。そして、仁和寺

の御殿等の見学をしました。宿泊場所の「御室会館」は仁和寺の境内にあり、歩いて行けゆっくりで

きました。２日目は、５時半に起床して、朝のお勤めに参列しました。厳粛な中でのお勤めは児童に

とって良い体験になったと思います。次に、東映太秦映画村に行きました。「トリックアート」など

のアトラクションを楽しみました。次に、金閣寺に行き、鮮やかな金色の建物に目を見張るととも

に、寝殿造りの様子を見学しました。子ど

もたちは、実物を間近で見るという貴重な

体験ができ、思い出に残る修学旅行になっ

たことと思います。 

 

 

◆中学部 職場体験学習 

６月７日（水）～９日（金）の３日間、中学部３年生６人が職場体験学習に行ってきました。 

高虎ドッグ、セブンイレブン、スギ薬局、バロー、ＭｉｅＭｕ、本校図書館にそれぞれ分かれて体験

をしました。必死な顔で商品を整理したり、「いらっしゃいませ」と笑顔で挨拶・食事を運んだりと

緊張しながらも、仕事を覚えて働くことができていました。３日間の体験をした後は、それぞれが充

実感でいっぱいのいい表情をしていました。 

体験先では担当の方々が、仕事の内容をＤＶＤで説明してくださったり、筆談で仕事の指示をして

いただいたりと、生徒たちにわかりやすく伝わるように接してくださいました。それぞれの場所で 

貴重な体験をさせていただいた３日間でした。 

 



◆高等部 藤水幼稚園との交流 

 ６月６日（火）、高等部１Ａ､２Ａ､２Ｃの生徒１４名が、津市立藤水幼稚園に行ってきま

した。「じゃんけん列車」、「猛獣狩り」等の遊びを通して５歳児の皆さんと交流を深めま

した。目と目を合わせておだやかに語りかける場面、寄り添って優しく関わろうとする場

面、たくさん遊んで関わり合いとても有意義な時間を共有できました。多くの生徒達が｢幼

稚園の子､めっちゃかわいい。｣との感想。それと同時に､聴こえる子達との関わりの中で､

｢メモ帳を持っておいた方がいい。｣｢もっと発音練習をする。｣｢コミュニケーションのすれ

違いがないようにしたい。｣｢表現を大きくするといい。｣｢口をしっかり見るようにした

い。｣等､生徒1人ひとりに様々な気づきが得られた事も有意義だったと思います。｢え！もう

終わり？｣､｢時間､短いわー｣という声。あっと言う間の楽しい時間でした。 

 

◆保護者から たんぽぽのわたげ  

  ６月１６日（金）にＰＴＡ役員会を行いました。 

 今ある福祉制度を、より充実したものへと変えていき、全員が利用できるようにする為

に、ＰＴＡとして何ができるかを話し合いました。例を挙げると今は、地域や手帳の有無や

等級により補助の格差があります。それを解消する為に、みんなで要望し続けていく事がと

ても大切であると思いました。 

 さて、いよいよ来月末から夏休みが始まります。幼稚部・小学部では希望者が集まれば夏

休みにプール開放もあるので、是非利用して楽しく過ごして下さい。 （ＰＴＡ広報委員） 

◆寄宿舎より 

６月１４日（水）に手話サークル・Ｊドリームとの交流会を行いました。今回は３４名と

いつもより参加者が増え、とても賑やかでした。 

 自己紹介の後、４チーム対抗でゲームを行いました。大きなオセロのような白黒両面のダ

ンボールを、１分間でどれだけ多く自分たちのチームの色にひっくり返せるかというゲーム

です。迫力たっぷりで、各

試合ともとても盛り上がり

ました。 

 ゲーム後はそのままチー

ムごとに分かれて歓談に移

り、楽しい時間をすごすこ

とができました。 

 


